






要約  先天性無痛、無汗症の歯科的問題は生後6ヵ月頃から歯の萌出と同時に舌咬傷、ロ

唇、頬粘膜の咬傷からはじまり、手指の咬傷、う蝕や歯周疾患に起因する顎骨々髄炎、、

外傷による裂傷、骨折などがある。特に生後早い時期からの口腔軟組織の咬傷について、

早期に乳歯を抜歯するケースも多い。そこで、何とか口腔機能の維持、増進をはかるため

にも抜歯を行わずに保存する方向で治療をすすめるために、当院来院中の本症患者 8例の

実態調査を行った。その結果全員が舌咬傷の既往があり、抜歯 3例、保護装置使用 3例、

舌縫合 2例、歯の削合 1例であった。これらより、何とか歯を残しながら咬傷の予防をは

かる必要性があり.その方法につき今後検討する予定である。


